
　　　　　 自2022年4月１日～至2023年3月31日

　　 発行日：2023年6月1日

       　環境経営レポート 
第1８版

弊社は2007年4月にエコアクション21の活動を開始して以来、全員で考え、全員で
行動することを目標に、活動を積み重ねてきました。

ビジョンに「にんげんいきいき」のひとづくりを掲げ、ミッションを「地域社会に貢

献すること」「お客様の課題を解決すること」としています。

その達成のための施策として「全てに優先『安全・環境・品質』」を掲げ、安全で快適

な職場づくりを目指すと同時に、SDGs(持続可能な開発目標)の達成に向けて、エコア

クション21に全員で取り組んでいます。

今回発行する『環境経営レポート』は、202２年度の取組をまとめたものです。

認証番号0002114
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１．会社・事業所紹介ーⅠ

会社及び代表者名

株式会社ヨコタコーポレーション
代表取締役社長 横田 勝己

会社事業所所在地

◆生産事業部、経営管理部
川島本社工場・機械工場

徳島県吉野川市川島町学字辻４－２

市場工場
徳島県阿波市市場町切幡字南田６４

◆流通事業部

エコタウン藍住店

徳島県板野郡藍住町東中富字朏傍示50－1

エコタウンアワーズ店

徳島県阿波市阿波町大道北123
ハードオフ徳島沖浜店

徳島県徳島市八万町沖須賀58－4

ハードオフ徳島末広店

徳島県徳島市南末広町2-5-1
ハードオフ神戸玉津店

神戸市西区玉津町高津橋132－1
ハードオフ神戸星陵台店

神戸市垂水区星陵台4－4－31事 業 の 概 要

◆ベアリングレース及び自動車部品等の旋削加工 ・・・（精密加工部）
◆工作機械、組立機、検査機などのFA設備の設計・製作 ・・・（機械部）
◆リユースストアの運営（ＦＣ加盟） ・・・（流通事業部）

当社は1960年にベアリングレースの旋削加工を行う製造業として設立されました。

その後、異業種での事業展開を推進し、現在ではベアリングレース及び自動車部品（ミッション

他）の旋削加工や省力化・自動化機械の製作を行う生産事業部やリユースストア運営(FC)を手掛け

る流通事業部などの事業を多角的に展開しています。

環境に対する取組は、生産事業部では生産性の向上や歩止まり率の向上等を目指して環境負荷低

減を推進する事、流通事業部では３Ｒの考え方から「リユース」を推進して循環型社会の形成に寄

与する事、などを環境活動の中心として取組を進めております。

事 業 規 模 （ 2 0 2 ３ 年 3 月 末 現 在 ）

◆資 本 金：7,260万円

◆売 上 高：42億円

生産事業部 流通事業部 経営管理部 総計

売上比率 86% 14% - -

従業員数 142名 64名 11名 217名

土地面積 14,274㎡ 14,996㎡ - 29,270㎡

建物面積 5,705㎡ 4,669㎡ - 10,374㎡
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１ 会社・事業所紹介－Ⅱ

エコアクション21（EA21）の対象範囲

環 境 保 全 関 係 の 管 理 責 任 者 ・ 担 当 者

◆環境管理責任者： 経営管理部 課長 村橋 直樹
◆EA21事務局 ： 経営管理部 係長 篠原 範子

連 絡 先 ： e-mail info@yokota-inc.com
（経営管理部）TEL 0883-36-9338 FAX 0883-22-3368
（川島本社） TEL 0883-25-2121 FAX 0883-25-4549

以下の会社全組織で行われる全活動（組織図:202２年度）

市 場 工 場

精 密 加 工 部 川 島 工 場

生 産 事 業 部

生 産 統 括 室

機 械 部

人 事 課

経 営 管 理 部 経 理 課

総 務 課

安全 /ＣＳＲ 担当

ﾊｰﾄﾞｵﾌｱﾜｰｽﾞ店

ｵ ﾌ ﾊｳ ｽ ｱﾜ ｰｽﾞ店

ﾎﾋﾞｰｵﾌｱﾜｰｽﾞ店

ﾊ ｰ ﾄ ﾞ ｵ ﾌ藍住店

流 通 事 業 部 リ ユ ー ス 部 ｵ ﾌ ﾊ ｳ ｽ 藍 住店

ﾎﾋ ﾞ ｰ ｵ ﾌ藍住店

運 営 改 革 課

監 査 役

品 質 保 証 課

生 産 課

予 防 品 質 課

生 産 課

予 防 品 質 課

管 理 課

設 計 課

生 産 課

製 品 開 発 課

工 務 課

プラントソリュー ショ ン課

ISO45001 準 備 室

直 轄 開 発 室

カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 推 進 室

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 推 進 室

エ

コ

タ

ウ

ン

ア

ワ

ー

ズ

店

エ

コ

タ

ウ

ン

藍

住

店

ﾊｰﾄﾞｵﾌ徳島沖浜店

ﾊｰﾄﾞｵﾌ徳島末広店

ﾊｰﾄﾞｵﾌ神戸玉津店

ﾊｰﾄﾞｵﾌ神戸星陵台店

経 営 会 議

ヨコタクラブ

取

締

役

会

社

長

市場工場サイト

本社サイト

リユース部サイト

機械部 取締役部長
☆安友 美幸
（環境推進責任者）

リユース部 部長
☆浅田耕市
（環境推進責任者）

機械部 係長
☆美崎 一德
（環境推進者）

精密加工部 副部長兼
市場工場 工場長

☆新居哲也
（環境推進者）

精密加工部 取締役部長
☆大塚政行
（環境推進責任者）

事 業 統 括

代表取締役
☆横田 勝己
（MS代表）

精密加工部 副部長兼
川島工場 工場長
☆齊藤哲人
（環境推進者）

常

務

会

長

経営管理部 課長
☆村橋直樹
（環境管理責任者）

経営管理部 係長
☆篠原範子
（EA21事務局）
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２ 実施体制

2022年度 推進組織図

役割・責任・権限

役割・責任・権限

・当社のＥＭＳについての総括的な責任と権限
・経営における課題とチャンスの明確化
・環境経営方針の決定
・全社環境経営目標の決定と部門別目標の承認
・環境経営目標の達成状況について、必要な改善の指示
・ＥＭＳの維持及び運用について必要なインフラストラクチャーを含む経営資源の提供
・管理責任者の任命と権限の委託
・ ＥＭＳに関するマネジメントレビュー
・ ＥＭＳの確立、実施及び維持
・環境負荷、環境取組、環境経営計画の実施、作成の指示と承認
・ＥＭＳの実績及び改善のための提案に関する代表者への報告
・環境経営マニュアルの変更指示、承認
・EA21推進会議の統括
・内部監査チームの指名、実施内容評価
・環境教育・訓練計画の作成と実施状況・効果の確認
・新製品、周囲状況の変化などに伴っての、ＥＭＳの変更の提案
・近隣、外部の利害者とのコミュニケーション
・実施状況のレビュー
・環境関連法規制の遵守状況の把握（確認と指導）
・ ＥＭＳに関する外部関係者（各事業所顧客及び取引業者など）との連絡調整
・環境マニュアルの作成・変更
・環境への負荷及び取組の自己チェックの取りまとめ
・環境経営目標・環境改善項目のとりまとめ
・環境関連法規制の遵守状況のとりまとめ（情報集約）
・環境経営レポートの作成
・内部監査の実施準備/結果取りまとめ、管理責任者への報告
・環境経営計画書兼ねる進捗管理表による状況報告及び評価
・各部門の環境経営目標の設定
・各部門の環境経営計画の作成
・各部門の環境改善の指示、指導
・廃棄物処理の管理・監督
・各部門の環境教育
・環境経営方針を理解する
・環境経営目標、環境経営計画への推進に協力する
・必要に応じて環境改善に対する提案を行う（実行する）
・年初に決定される会議明細により会議へ参加する委員を決定
・年４回以上の全体EMSについての会議を開催
・会議では全社EMSについて協議を行い、決議事項を各々担当部署へﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

ＥＡ２１
推進会議

代
表
者

環
境
管
理

責
任
者

環
境
推
進

責
任
者

Ｅ
Ａ
２
１

事
務
局

（

経
営
管
理
部
）

環
境
推
進
者

（

副
部
長
）

（

副
工
場
長
）

（

店
　
長
）

な
ど

社
員

代表者(社長)
横田 勝己

環境推進者
機械部 美崎係長

環境推進者
川島工場 齋藤工場長
市場工場 新居工場長

EA21事務局
篠原 範子

各部門（職制・従業員）

【ＥＡ２１推進会議】

環境管理責任者
村橋 直樹

リユース部
環境推進責任者

浅田 耕市

環境推進者
リユース部 各店長

精密加工部
環境推進責任者

大塚 政行

機械部
環境推進責任者

安友 美幸
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３ 環境経営方針-Ⅰ

川島本社と市場工場の間には、水量豊かな「四国三郎 吉野川」が流れております。
この地域の自然を慈しみ、大切にするという気持ちを行動に表してゆくことが、清流を守り、
自然を守ることにつながる第一歩になると考えます。

ひとりひとりの行動はささやかでも、環境について真摯に考え、出来ることから取り組んで
ゆくことが、美しい大地と空、ひいては瑠璃色の地球環境保護への奔流になるという理念の元
に取り組んでいます。

環境への取り組みの重要度が増している今日の状況を踏まえ、

弊社では下記の環境経営方針に基づき、地球環境に配慮した企業を目指して

環境保全活動に取り組んでいきます。
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３ 環境経営方針-Ⅱ（SDGsへの取組み）

中長期経営ビジョン（YCビジョン2030）の策定に伴い、事業部ごとの、

①目指す方向性 ②重点SDGs ③解決する社会的課題

を明確にして取り組む項目を制定致しました。

【精密加工部】 「日本で1番の旋削会社を目指す」
●SBBでは名実ともにトップの会社を目指す

●量産品の領域において、旋削技術を磨く

●安全・環境・品質への取り組みを強化する

●旋削会社ではNO.1の作業環境構築

＜解決する社会的課題＞

●多種多様な人財が活躍できる事業

●障碍者雇用

●高齢者雇用

●能力に劣る人も活躍できる仕事を作る

●長時間労働の是正

【機械部】 「自動化技術で人手不足の困りごとを解決する」
●自動車業界に限らず、自働化の提案を行い、

顧客の共通した課題を解決できる自社製品開発を目指す

●ＡＩ、ＩｏＴの活用

＜解決する社会的課題＞

●人手不足の解決

●単純作業からより高度な仕事へのシフト

●自動車以外の自働化ニーズの深耕

【流通事業部】 「時流に合わせた顧客サービスへの変化」
●総合生活カンパニーを目指す

（より広範囲のニーズを解決）

＜解決する社会的課題＞

●人手不足消費スタイルの変化

●リユースを通じて、ものを大切に使う社会を創出する

●もったいないボランティアプロジェクトを通じた

途上国支援を行う

●エシカル消費への取り組み

★EA21の活動における全社共通の関連SDGs
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４ 環境経営目標（2021-2023）

2018-2020年の負荷実績平均値を元に中長期の環境経営目標（2021-2023）

を設定しています ※事業所の新設、移転等の特殊要因による増減考慮有り

2021年度 2022年度 2023年度

3カ年平均 目標 目標 目標

総量 ㎏-CO2 3,337,392 3,314,617 3,270,816 3,243,987

原単位  ㎏-CO2/百万円 1,745 1,727 1,710 1,692

総量 kWh 7,962,500 7,910,054 7,803,419 7,723,794

原単位  kWh/百万円 4,162 4,121 4,079 4,037

総量 L 22,336 21,904 21,892 21,669

原単位  L/百万円 11.7 11.6 11.4 11.3

総量 L 756 749 741 733

原単位  L/百万円 0.395 0.391 0.387 0.383

総量 L 5,248 5,195 5,143 5,090

原単位  L/百万円 2.743 2.716 2.688 2.661

総量 ㎏ 113,059 958,725 275,440 191,150

原単位  ㎏/百万円 59.1 493.2 144.0 99.9

総量 ㎥ 5,923 5,899 7,076 7,008

原単位  ㎥/百万円 3.10 3.07 3.59 3.56

総量 ㎏ 177.8 176.0 174.2 172.5

原単位 kg/百万円 0.1293 0.1280 0.1267 0.1254

総量 千円 21,933 15,600 16,800 16,800

総量 千円 176,591 184,000 184,000 184,000

5-3　省エネ対応製品推進
　　　（高効率部品の採用率）

％ 90≦ 90≦ 90≦ 90≦

7-1　周辺地域の清掃活動 - -

7-2　環境イベントの実施 - -

※電力使用量のCO2排出係数は、令和2年度調整後排出係数 ※目標値は定期的に

　四国電力：0.411㎏-CO2/kWh、関西電力：0.318 (kg-CO2/kWh)　を使用　 　見直し有り（詳細下記)

　ガソリン：2.32 (kg-CO2/L)　 (kg-CO2/L)　軽油：2.58 (kg-CO2/L)　　灯油：2.49 (kg-CO2/L)

※原単位(エネルギー使用に密接に関係する値)は全社売上総利益(製造部は加工高)を採用

　基準年度（2018-2020年度平均）全社売上総利益：1,913（百万円）

　（項目によっては関連部門のみの合算にて計算とする）

★補足

2021/4　・新規策定

　　　　　　・鴨島オフィスの川島本社統合、ハードオフ徳島末広店の新規オープンによる調整有り

　　　　　　　⇒CO2排出量、電気使用量、廃棄物排出量

　　　　　　・研磨スラッジによる一時的な産廃排出量増加を考慮（年間840t想定）

2022/4　・鴨島オフィスの実績/目標値を川島本社に加算統合（電気、ｶﾞｿﾘﾝ、廃棄、水）

　　　　　　・川島、市場の研磨スラッジ廃棄割合を22年有価:廃棄=8:2、23年有価:廃棄=9:1で再設定

　　　　　　・市場工場の2022-2023水使用量目標を再設定（配管清掃による流量増を考慮）

　　　　　　・末広店の2022-2023目標値(全項目)を2021年度実績ベースで再設定（前年は沖浜参考）

　　　　　　・沖浜店の2022-2023目標値（廃棄）を下方修正

70.0 73.0 76.07 社員教育
環境教育の開催及び
環境改善提案の全員提出

％ 63.6

全員参加
6 地域貢献

年三回の実施

5
自社製品
/サービス

5-1　工程内不良の削減

5-2　店舗運営による
　　　　リユースの買取実績アップ

4 化学物質 化学物質の削減

3 総排水量 水使用量の削減

2 廃棄物 廃棄物排出量の削減

1-3　軽油使用量の削減

1-4　灯油使用量の削減

1

二酸化炭素

※年間１％
　削減目標固定

CO2排出量の削減
(1-1～4の合算)

1-1　電力使用量の削減

1-2　ガソリン使用量の削減

環境目標（Plan) 目標種別 単位

★参考★
2018年度～
2020年度

YC計（YH除く）
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５ 環境経営計画

【202２年度 環境経営計画】 ← 主担当部署 →

単位当り生産性の向上による稼働時間の短縮 ◯ 通年

省力化機器検討と取り組み（機械部品、照明、ｴｱｺﾝ） ◯ 通年

生産性カイカクの推進実行、作業改善によるムダの排除 ◯ ◯ ◯ 通年

ライン停止時の電源OFF、エアー漏れ削減 ◯ 通年

稼働時間の抑制とノー残業DAYの実施 ◯ ◯ ◯ 通年

エコドライブ運転の徹底、走行ルートの最適化 ◯ ◯ ◯ 通年

定期的な車両の点検 ◯ ◯ ◯ 月/2回

Web会議の推進（移動時間と燃料費削減） ◯ ◯ ◯ 通年

エアコンの定期清掃、効率的利用 ◯ ◯ ◯ 6-10,12-3月

刃具、砥石、治工具類の寿命アップ ◯ 通年

使用可能部品の再利用 ◯ 通年

分別徹底によるリサイクルへの排出継続 ◯ ◯ ◯ 通年

二次リユースの活用 ◯ 通年

季節商品の売り切り ◯ 通年

紙の廃棄量削減、ペーパレス推進 ◯ 通年

研削液、切削液の使用方法改善 ◯ 通年

生研研削油の再生使用 ◯ 通年

トイレ、手洗いの使用方法の改善 ◯ 通年

月の水道利用量を確認し使用量の減少に努める ◯ ◯ 通年

各事業所の浄化槽保守状況管理 ◯ 通年

SDSの適正管理 ◯ 通年

化学物質のリスクアセスメント調査 ◯ 通年

各種置き場の設定と明示 ◯ 通年

PRTR対象外への転換検討 ◯ 通年

重点取り組み工程選定継続 ◯ 通年

鍛造取り代削減 ◯ 通年

省エネ対応機器使用の推進 ◯ ◯ ◯ 通年

SNS活用による買取件数アップ ◯ 通年

買取幅を広げた柔軟な買取 ◯ 通年

出張買取促進による買取金額アップ ◯ 通年

事務局業務の習熟 ◯ 通年

地域への清掃活動 ◯ ◯ ◯ 通年

CSR推進 ◯ ◯ ◯ 通年

SDGsの取組推進 ◯ ◯ ◯ 通年

環境への取組についての広報 ◯ ◯ ◯ 通年

環境改善提案推進 ◯ ◯ ◯ 6月

緊急時の対応と訓練 ◯ ◯ ◯ 9,1,3月

ピカピカ運動の推進 ◯ ◯ ◯ 通年

環境関連法令の知識習得 ◯ ◯ 通年

5
自社製品/
サービス

6
地域社会と

の協調

7 社員教育

2
廃棄物の

削減

3
総排水量の

削減

4
化学物資
の削減

実施時期
/期限

1
CO2排出量

の削減

No. 環境目標 取　　組　　項　　目

生
産
事
業
部

（

工
場
長
）

流
通
事
業
部

（

店
長
）

経
営
管
理
部

（

経

理

管

理

部

部

長
）
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（１）入社された方全員と「環境への取組」について学んでいます
　　「環境への取組」という集合研修に出席頂き、当社の環境への取組について一緒に学習しています。
　　簡単な事でも、できる事から、すぐに始める事をお願いしています。

６ 環境教育の取組みーⅠ

新しく入社される みなさんへ

～～環境負荷低減について、今日からいっしょに始めましょう～～ (ｴｺｱｸｼｮﾝ21活動の推進）

できる事から、すぐに始めましょう。

・ゴミは決められた区分に、きちんと分別して廃棄しましょう。

（分別廃棄ルールを守っていますか？）

・不要な照明・冷暖房はきちんと消灯しましょう。

（昼休み、不在時、退社時等に気配りできていますか？）

・節水につとめましょう。

（手洗場・トイレ等で、蛇口はきちんと閉じられてますか？）

・アイドリングストップを心がけましょう。

（駐車場での気配りできていますか？）

・積極的に社内外清掃を行いましょう。

（社外の周辺清掃にも務めましょう）

・「もったいないの気持」で何でも省資源につとめましょう。

（丁寧な扱いと、気配り、気づきで省資源しましょう）

・その他、気づいた人が気づいた事から積極的に始めましょう。

2021年度 2022年度 2023年度

3カ年平均 目標 目標 目標

総量 ㎏-CO2 3,337,392 3,314,617 3,270,816 3,243,987

原単位  ㎏-CO2/百万円 1,745 1,727 1,710 1,692

総量 kWh 7,962,500 7,910,054 7,803,419 7,723,794

原単位  kWh/百万円 4,162 4,121 4,079 4,037

総量 L 22,336 21,904 21,892 21,669

原単位  L/百万円 11.7 11.6 11.4 11.3

総量 L 756 749 741 733

原単位  L/百万円 0.395 0.391 0.387 0.383

総量 L 5,248 5,195 5,143 5,090

原単位  L/百万円 2.743 2.716 2.688 2.661

1-3　軽油使用量の削減

1-4　灯油使用量の削減

1

二酸化炭素

※年間１％
　削減目標固定

CO2排出量の削減
(1-1～4の合算)

1-1　電力使用量の削減

1-2　ガソリン使用量の削減

環境目標（Plan) 目標種別 単位

★参考★
2018年度～
2020年度

YC計（YH除く）
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（２）年間教育計画書による環境教育の実施及び実施結果

（３）緊急事態の対応訓練
　ＢＣＰの訓練計画に則り、毎年９月の防災週間、１月の防災とボランティア週間を利用

し、緊急事態対応の訓練を実施しています。

訓練内容は、南海トラフ巨大地震発生を想定した安全確保行動から避難・誘導・通報・消

火訓練や、環境への重大な影響を回避する為の火災・油庫・ガスボンベ等の安全を確認す

る緊急時対応訓練、また非常時の救命に備えての止血法や搬送法などの救命訓練、夜間の

被災を想定した夜間訓練などです。

　まず自分の安全確保を図るとともに、環境への影響や二次災害を未然に防ぎ、同僚や

家族の安否確認を素早く行い、救急救命など緊急時の地域との協調がはかれるよう、今後

も定期的訓練を継続してゆきます。

   年間教育計画書を作成し、環境教育を実施しています。日常業務進行の中で、環境へ
の取組について意思統一が図れるよう朝礼・会議などを利用する事や、外部への派遣研
修、集合教育などを年度初めに検討しています。

６ 環境教育の取組みーⅡ

【202２年度年間教育計画及び実施結果】（一部抜粋）

総合防災訓練

進捗管理（実施月に記入）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

環境月間につい
て周知

基本的な事を繰り返し広
報、および情報提供による
周知継続

全員
ＥＡ２１と環境問題
についての理解深
耕

通年
経営管理部
各部門長

各部朝礼で環境関連の話題を取りあげる。また、
社内報へ記事掲載し、ご家族へも情報提供を心
がける。および会社周辺清掃活動(ｱﾄﾞﾌﾟﾄ）から環
境配慮周知を測った。

● ● ● ● ● ●

ゴミの分別につ
いて

ゴミの削減、分別について
周知徹底を図る

全員
廃棄物の発生抑制
についての理解を
深める

通年 環境推進員
廃棄物置き場の容器現物への区分表示徹底。排
出担当者には都度指導継続する

環境目標と
環境活動計画

全社及び各部門の環境目
標及び環境活動計画を周
知する。

各部門別
環境活動を展開す
る為

5月
10月

各部門長

実数および原単位管理などについて、推進委員
会から各部門へ周知を図る。グラフ表示などの展
開と環境活動計画は各部門にて運協、朝礼など
を通じて周知した。

● ●

特別作業教育
環境関連法規等にある有
資格者、専門技術者に対
する専門教育

特別管理者
取扱責任者

職務能力を保有す
る

必要な場合
は随時実施

外部委託等
エネルギー管理企画推進者講習、防火管理者講
習等、異動、その他理由により必要ある場合。

緊急事態訓練
環境負荷に対する緊急事
態が発生した場合の対応
訓練

全社員
緊急事態発生時の
的確な対応

別途計画
消防署

ＢＣＰ推進員
等

火災および震災等のBCP連動訓練。救急救命法
派遣訓練は中止(消防署都合)。防災センター体
験ツアー7月に参加(9月は中止)

● ● ● ●

環境法規につい
ての教育,学習

環境関連法規の全般学習 環境推進員他
環境法令について
の人材育成

通年
自己啓発
外部研修

環境関連法令について継続的に日常確認ととも
に法規について地道に学習を継続してゆく。推進
会議内でも法令知識の共有を行う

● ● ● ●

EA２１/SDGs
の周知教育

当社の環境経営方針、
環境/SDGsへの取組の周
知、理解

全社員
推進手段の周知お
よび全体向上

通年
経営管理部
各推進委員

新入社員研修スケジュールへの組込み
各部への情報発信(環境/SDGsへの取組紹介)

● ● ●

内部監査の
進め方

内部監査に必要な
知識の習得

内部監査員
環境経営システム
維持のため

１１月
環境推進員

既存の内部監
査員等

11月の内部監査実施時に今期内部監査の最重
点テーマを決め、監査チームに周知及び監査に
必要な教育を実施する

●

環境提案活動
環境に関する改善提案活
動を進める

全社員
個人の環境意識向
上

６月 各部門長他
６月環境の日および環境月間に合わせて実施。
（全体提出率は70.8％）

●

予定教育・訓練名 教育・訓練内容 参加者 目的 時期 講師
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（５）SDGsの達成に向けた取り組み推進

（４）社内報での環境活動及びSDGs関連広報

６ 環境教育の取組みーⅢ

【202２年発刊 社内報より】

全従業員のご家庭に郵送している社内報

に関連記事の掲載を続けています。

全員で取り組む事の重要性と各種活動への

意思統一の為、また関連記事を掲載する事に

より、従業員のご家族にも理解や活動への取

組をお願いしています。

「SDGs（持続可能な開発目標：Sustainable Development Goals）」の達成に向けた

取組みを推進する為に、SDGsに関連する自社の取組み事例紹介や教育を行っています。

【社内教育資料より一部抜粋】

10 ページ



（１）近隣地域のカーブミラー清掃や交通安全を願っての立哨活動

（２）アドプトプログラムの継続実施

（３）糖尿病予防疫学調査への調査協力継続

７ 地域社会との協調・貢献活動-Ⅰ

多くの方の生活習慣や健康状態、周囲の環境などを
調べる事で、様々な病気の広がりや原因を明らかにし、
予防や治療の方法を探る事ができます。例えば、肺ガン
と喫煙の関係や、胃がんへのピロリ菌の影響などがわか
り、私達の健康状態の改善や、向上に活かされています。

徳島県は糖尿病による死亡率が全国ワーストという状
態が続いており、今年も調査への協力および社員の方の
健康意識の高揚とという事で「糖尿病の疫学調査」に参
加しました。
参加された方の生活習慣や健康状態の提供データは、診
断結果としてフィードバックされますので、協力された
社員の方の生活習の改善指標としても役立っています。

研究成果は長い間の、研究スタッフの方々の追跡調査

の結果になりますが、こういった形で疫学研究への参加

協力する事も、微力ながら私達ができる社会への貢献の

一端ではないかと考えます。

徳島県のアドプトプログラムである「リバーア

ドプト」「ロードアドプト」と協定を締結して1

３年が経過しました。(2008年から開始）

川島本社は吉野川沿いの学島橋から下流へ

600mの区間、市場工場は切幡川島線の約1.1km

区間の短い区間ではありますが、それぞれ年度計

画に沿って清掃の日を定めて清掃活動を行ってい

ます。また、この二つの事業所のアドプト活動に

合わせて、その他の事業所では一般公道や公共場

所の清掃活動を実施しています。
ほんの小さな取組ですが、私達自身の環境美化

への意識統一の為にも、今後も地道に継続してゆ
きたいと思います。

毎年、4月の『春の全国交通安全運動』に合

わせて近隣地域のカーブミラー清掃点検活動を

行っています。

今年度は川島本社付近のカーブミラーのクモの

巣やほこりを丁寧に拭き取りました。
当社は、四季の交通安全運動強化月間（全国

交通安全運動、交通事故防止運動）に「立哨の
日」を設けて、県内事業所で交通安全の為の立
哨活動を実施しております。
※地域の安全運転協会の活動に賛同して、会社
周辺及び国道等で実施しています

こういった地域の皆様との活動を通して、私
達自身も安全運転や交通マナーの向上を図って
ゆきたいと考えています。
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７ 地域社会との協調・貢献活動ーⅡ

今年も、「森林保全活動」のパートナーシップ協定を締結しました。

私達が身近に協力することのできる地域貢献活動の一環として「公益社団法人徳島森林づくり推進

機構」が企画する「とくしま協働の森林づくり事業」へ継続参加しています。

【事業イメージ ※徳島森林づくり推進機構HPより】

この活動は、県内の森林を守り育てる為、徳島県と「森林保全活動」の協定を締結し、カーボンオ

フセットの仕組みにより、全員参加でＣＯ２排出量の削減活動を後押ししようというものです。

実施に当たり、毎回従業員代表の方から積極的な参加表明を頂き、全社員の方からの寄附金と、会

社からの同額加算にて徳島県の森林保護活動に運用して頂く事ができました。

単年度で８.１４t-CO2削減、5年累計で169.73t-CO2削減(201８年～202２年）の証明書を頂い

ており、ＣＯ２削減量を加算出来ますことに感謝しつつ、今後も継続していきたいと思います。

【202２年協定式 ※飯泉知事と横田常務】

★カーボン・オフセットによるCO2吸収量推移（単位 t-CO2）
年度 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

51.498 51.498 51.498 51.498 51.498

34.970 34.970 34.970 34.970 34.970

49.050 49.050 49.050 49.050 49.050

57.880 57.880 57.880 57.880 57.880
50.710 50.710 50.710 50.710

44.860 44.860 44.860

8.140 8.140

8.140

5年計 51.498 86.468 135.518 193.398 244.108 237.470 210.640 169.730
累計 51.498 137.966 273.484 466.882 710.990 948.460 1159.100 1328.83

※１吸収量証明は5年間（証明書発行日より５年間有効）

CO2
吸収量

(t-CO2)

※１

【森林CO2吸収量証明書】

12 ページ



8 20２2年度 環境経営目標の実績及び評価

2022年度

2021年度 2022年度 2023年度 (4～3月)

3カ年平均 目標 目標 目標 実績

総量 ㎏-CO2 3,337,392 3,305,268 3,270,816 3,243,987 3,130,026 -140,790 104.3% ◯

原単位  ㎏-CO2/百万円 1,745 1,727 1,710 1,692 1,647 -63 103.7% ◯

総量 kWh 7,962,500 7,910,054 7,803,419 7,723,794 7,478,070 -325,349 104.2% ◯

原単位  kWh/百万円 4,162 4,121 4,079 4,037 3,934 -145 103.6% ◯

総量 L 22,336 21,904 21,892 21,669 21,409 -484 102.2% ◯

原単位  L/百万円 11.7 11.6 11.4 11.3 11.26 -0.2 101.6% ◯

総量 L 756 749 741 733 623 -118 115.9% ◯

原単位  L/百万円 0.395 0.391 0.387 0.383 0.328 -0.1 115.4% ◯

総量 L 5,248 5,195 5,143 5,090 6,240 1,097 78.7% ✕

原単位  L/百万円 2.743 2.716 2.688 2.661 3.282 0.6 77.9% ✕

総量 ㎏ 113,059 958,725 275,440 191,150 263,381 -12,059 104.4% ◯

原単位  ㎏/百万円 59.1 493.2 144.0 99.9 138.6 -5 103.8% ◯

総量 ㎥ 5,923 5,899 7,076 7,008 8,206 1,130 84.0% ✕

原単位  ㎥/百万円 3.10 3.07 3.59 3.56 4.32 0.7 79.8% ✕

総量 ㎏ 177.8 176.0 174.2 172.5 204.10 30 82.9% ✕

原単位 kg/百万円 0.1293 0.1280 0.1267 0.1254 0.1922 0.07 48.3% ✕

総量 千円 21,933 15,600 16,800 15,600 15,445 -1,355 108.1% ◯
主要取引先より品質優良賞も頂いている
予防品質課中心に標準類の見直し順次進行とルール遵守を浸透目指す
2023年度目標は該当部門経営計画に揃える

総量 千円 176,591 184,000 184,000 209,500 203,039 19,039 110.3% ◯
徳島市内エリア店舗（沖浜店、末広店）の底上げ
ジャンク、中古ハードの強化等
2023年度目標は該当部門経営計画に揃える

5-3　省エネ対応製品推進
　　　（高効率部品の採用率）

％ 90≦ 90≦ 90≦ 90≦ 90≦ ◯
高効率部品（モーター、ベルト等）の採用継続
※省エネ診断でのアドバイスを参考に

7-1　周辺地域の清掃活動 - - - ◯

7-2　環境イベントの実施 - - - ◯

※電力使用量のCO2排出係数は、令和2年度調整後排出係数 ※目標値は定期的に

　四国電力：0.411㎏-CO2/kWh、関西電力：0.318 (kg-CO2/kWh)　を使用　 　見直し有り（詳細下記)

　ガソリン：2.32 (kg-CO2/L)　 (kg-CO2/L)　軽油：2.58 (kg-CO2/L)　　灯油：2.49 (kg-CO2/L)

※原単位(エネルギー使用に密接に関係する値)は全社売上総利益(製造部は加工高)を採用

　基準年度（2018-2020年度平均）全社売上総利益：1,913（百万円）

  2022年度全社売上総利益：1,901（百万円）

　（項目によっては関連部門のみの合算にて計算とする）

★補足

2021/4　・新規策定 2022/4　・鴨島オフィスの実績/目標値を川島本社に加算統合（電気、ｶﾞｿﾘﾝ、廃棄、水）

　　　　　　・鴨島オフィスの川島本社統合、ハードオフ徳島末広店の新規オープンによる調整有り 　　　　　　・川島、市場の研磨スラッジ廃棄割合を22年有価:廃棄=8:2、23年有価:廃棄=9:1で再設定

　　　　　　　⇒CO2排出量、電気使用量、廃棄物排出量 　　　　　　・市場工場の2022-2023水使用量目標を再設定（配管清掃による流量増を考慮）

　　　　　　・研磨スラッジによる一時的な産廃排出量増加を考慮（年間840t想定） 　　　　　　・末広店の2022-2023目標値(全項目)を2021年度実績ベースで再設定（前年は沖浜参考）

　　　　　　・沖浜店の2022-2023目標値（廃棄）を下方修正

2.20 97.0% ✕
あと少しのところで、目標未達
部門間で提出率に差がある状況

提出率が低い部門への呼びかけを強化して、底上げを図る70.863.6 70.0 73.0 76.07 社員教育
環境教育の開催及び
環境改善提案の全員提出

％

全員参加 -

- 年３回のアドプトプログラム（吉野川、切幡寺付近）及び毎月15日の事業所近隣清
掃、徳島協働の森づくり事業への参画（カーボン・オフセット）は来期も継続実施

-

6 地域貢献
年三回の実施

SDSの内容変更に伴い、新しくPRTR法の対象となった油や塗料があったため総量
として増加している

引き続き、PRTR法非対象の油利用推進及び新規油導入時のSDS管理、リスクアセ
スメントを継続

5
自社製品
/サービス

5-1　工程内不良の削減

5-2　店舗運営による
　　　　リユースの買取実績アップ

4 化学物質 化学物質の削減

製造部門については研磨スラッジの有価処理割合を徐々に増やしていく（１～２割
は処理設備の安定稼働のため廃棄残っている）、リユース部門においては買取精
度の向上及び未生産ゼロへの取組を継続

3 総排水量 水使用量の削減
市場工場の水使用量が年々増えていることが主因
経年劣化による箇所も多く、短期では改善/解決しにくい

阿波市への漏水調査依頼も予定しているが、修理手配が可能な部分については都
度対応
また、新工場建設時に大元の配管は移設される見込み

ストーブ台数増設が主因(目標値策定時期に比べて）
川島/市場ともに昨年よりは総量減らせているので（昨対８７％）
必要な改善はされている

屋内で石油ストーブを使う際は必要に応じ空調機器の電源を切る等、トータルの
CO2排出量での削減に取り組む（デマンド値の引き下げにもなる）
目標値は据え置きとする

2 廃棄物 廃棄物排出量の削減

Web会議の促進は来期も継続
社有車変更の際はエコカーを優先する

1-3　軽油使用量の削減
Web会議の促進は来期も継続
社有車変更の際はエコカーを優先する

詳細下記（電気、ガソリン、軽油、灯油）

1-1　電力使用量の削減
エラー漏れ改善やコンプレッサーの計画的な停止は大きく効果が出ており、来期も
継続、また、エアコン更新（玉津店）や店舗屋外照明のLED切替予定有り
太陽光発電設置も進める見込み（本社事務棟、エコタウンアワーズ店）

1

二酸化炭素

※生産事業部
　単年2.5%削減
　（2023-2030年)

CO2排出量の削減
(1-1～4の合算)

1-2　ガソリン使用量の削減

1-4　灯油使用量の削減

目標差 達成率 達成

評価
未達の場合、要因分析

(check)
実施した対策（予定含む）、次期計画

(Action)
環境目標（Plan) 目標種別 単位

★参考★
2018年度～
2020年度

YC計（YH除く）
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※評価基準：　◯…効果があった（今後も継続）　△…更に継続強化する事が必要　✕…効果が感じられない

9 2022年度 環境経営計画の実績及び評価

← 主担当部署 →

単位当り生産性の向上による稼働時間の短縮 ◯ 通年
NCあんどんとIot生産管理盤の活用
中部産業連盟様からのコンサルティングにより生産性向上
使用工具の選定により加工時間の短縮

○ 継続推進

省力化機器検討と取り組み（機械部品、照明、ｴｱｺﾝ） ◯ 通年

エアコンの適正温度管理と送風機の活用、使用規定の順守
未使用時の電灯OFF、不要照明の間引き
省エネ対応エアコン使用/入れ替え推進
屋外照明点灯時間のタイマー調整、LED照明への順次切り替え

○ 継続推進

生産性カイカクの推進実行、作業改善によるムダの排除 ◯ ◯ ◯ 通年
各担当役職者による7大ロス削減への取り組み強化
OJT教育により各担当者技術力UP
組立時専用工具使用による作業効率化

○ 継続推進

ライン停止時の電源OFF、エアー漏れ削減 ◯ 通年
TPM実施時に改善　・エリア別責任者の決定と取り組み
エア－漏れの改善及び機械機器の清掃

○ 継続推進

稼働時間の抑制とノー残業DAYの実施 ◯ ◯ ◯ 通年
週単位の稼働計画作成で労務管理　・残業の平準化
生産進捗の管理→生産管理板での視える化
作業工程の負荷変動による残業時間の抑制（ゼロ残業推進）

○ 継続推進

エコドライブ運転の徹底、走行ルートの最適化 ◯ ◯ ◯ 通年
安全運転管理者からの部内周知徹底　朝礼等で呼びかけ
３S運転の周知と夜勤明け退社時の安全運転呼びかけ

○ 継続推進

定期的な車両の点検 ◯ ◯ ◯ 月/2回 ２回/月点検及び社用車運転管理表へ記録実施継続 ○ 継続推進

Web会議の推進（移動時間と燃料費削減） ◯ ◯ ◯ 通年 Web会議の有効活用 ○ 継続推進

エアコンの定期清掃、効率的利用 ◯ ◯ ◯ 6-10,12-3月
店内換気によるエアコン使用削減、お客様が不快に思わない温度設定
定期的なフィルター清掃

○ 継続推進

刃具、砥石、治工具類の寿命アップ ◯ 通年
再研バイトの有効利用と寿命アップへの取り組み強化
新規砥石テスト実施→三井砥石様他、スライド等の定期OH実施
材質に応じた刃具・コーティングの選定により寿命UP

○ 継続推進

使用可能部品の再利用 ◯ 通年
治工具置場の2Sの徹底管理で過剰在庫の抑制
交換治具の再利用(リレー、チャック、アタリ、プッシャー）
使用可能部品リストから部品再利用の推進

○ 継続推進

分別徹底によるリサイクルへの排出継続 ◯ ◯ ◯ 通年 リサイクル可能品の分別、段ボール/木パレ等の再利用 ○ 継続推進

二次リユースの活用 ◯ 通年 MVP,エコミット（古着リユース業者）の活用 ○ 継続推進

季節商品の売り切り ◯ 通年 季節商品の「出す時期」「初期売価」「値下げ時期」の見直し ○ 継続推進

紙の廃棄量削減、ペーパレス推進 ◯ 通年 表裏印字、集約印字、電子化（年度方針、改善提案等）、プロジェクター活用 ○ ｸﾗｳﾄﾞ移行

研削液、切削液の使用方法改善 ◯ 通年
使用状況の管理と指導　・濃度ph管理の徹底
切削液付着切粉除去方法の改善付着

○ 継続推進

生研研削油の再生使用 ◯ 通年 生研研削油をろ過して再利用を継続 ○ 継続推進

トイレ、手洗いの使用方法の改善 ◯ 通年 手洗い洗剤の変更による使用水の削減 ○ 継続推進

月の水道利用量を確認し使用量の減少に努める ◯ ◯ 通年 使用量を把握する事で節電意識を共有する ○ 継続推進

各事業所の浄化槽保守状況管理 ◯ 通年 全事業所把握済み ○ 継続推進

SDSの適正管理 ◯ 通年 新規使用油及び塗料使用時はデータを取得し確認 ○ 継続推進

化学物質のリスクアセスメント調査 ◯ 通年 リスクアセスメントの実施（機械工場のみ未済） △ 全工場実施へ

各種置き場の設定と明示 ◯ 通年 塗料置場の設置と表示による明確化　 ○ 継続推進

PRTR対象外への転換検討 ◯ 通年 PRTR対象外の新規油、塗料の変更検討 ○ 継続推進

重点取り組み工程選定継続 ◯ 通年
不良内容の見える化の継続と廃却金額の目標管理
ワーストラインへの重点取り組み　提案、自主研、職制改善
落下品箇所への適時対応強化

○ 継続推進

鍛造取り代削減 ◯ 通年 顧客、鍛造メ－カ－との打ち合わせにより推進 ○ 継続推進

省エネ対応機器使用の推進 ◯ ◯ ◯ 通年 ＯＨ時に改善取替、省エネ対応機器を使用した設計の推進(高効率モーター等) ○ 継続推進

SNS活用による買取件数アップ ◯ 通年 ライン/Twitterの更新頻度アップ ○ 継続推進

買取幅を広げた柔軟な買取 ◯ 通年
処分ニーズ、換金ニーズのお客様の見極め（会話力推進）
出来る限り有価物化、ジャンク商品の見直し

○ 継続推進

出張買取促進による買取金額アップ ◯ 通年 出張買取部隊と店舗との連携を強化し件数を増やす（月50件） ○ 継続推進

事務局業務の習熟 ◯ 通年 事務局関連業務の引き継ぎ、入力作業の効率化/負荷分散 ○ 継続推進

地域への清掃活動 ◯ ◯ ◯ 通年 アドプト（年３回）または公共場所の清掃（毎月）実施 ○ 継続推進

CSR推進 ◯ ◯ ◯ 通年 募金、森林保全活動(ｶｰﾎﾞﾝｵﾌｾｯﾄ)、交通安全立哨他 ○ 継続推進

SDGsの取組推進 ◯ ◯ ◯ 通年 各部朝礼や社内会議での紹介/教育、障がい者雇用/委託の推進 ○ 継続推進

環境への取組についての広報 ◯ ◯ ◯ 通年 朝礼/環境管理板での見える化で周知、YQI（生産） 、RE共有MTG活用、社内報掲載等 ○ 継続推進

環境改善提案推進 ◯ ◯ ◯ 6月 環境月間の広報周知(掲示資料の工夫）、省エネ改善提案の具体例提示等 △ 広報周知継続

緊急時の対応と訓練 ◯ ◯ ◯ 9,1,3月 各事業所にて防災訓練実施済、油、塗料の漏洩対策の教育と訓練継続(工場) ○ 継続推進

ピカピカ運動の推進 ◯ ◯ ◯ 通年 工場内外の５S取り組み→床の塗装、油漏れ改善 ○ 継続推進

環境関連法令の知識習得 ◯ ◯ 通年 環境関連ｾﾐﾅｰ参加、新入社員研修への教育組み込み/勉強会実施等 ○ 継続推進

5
自社製品/
サービス

6
地域社会と

の協調

7 社員教育

2
廃棄物の

削減

3
総排水量の

削減

4
化学物資
の削減

実施時期
/期限

実　施　事　項
結果
確認

次年度
取組

1
CO2排出量

の削減

No. 環境目標 取　　組　　項　　目

生
産
事
業
部

（

工
場
長
）

流
通
事
業
部

（

店
長
）

経
営
管
理
部

（

経

理
管

理
部

部
長
）
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１０ 次年度の環境経営計画

← 主担当部署 →

単位当り生産性の向上による稼働時間の短縮 ◯ 通年

省力化機器検討と取り組み（機械部品、照明、ｴｱｺﾝ） ◯ 通年

生産性カイカクの推進実行、作業改善によるムダの排除 ◯ ◯ ◯ 通年

ライン停止時の電源OFF、エアー漏れ削減 ◯ 通年

稼働時間の抑制とノー残業DAYの実施 ◯ ◯ ◯ 通年

エコドライブ運転の徹底、走行ルートの最適化 ◯ ◯ ◯ 通年

定期的な車両の点検 ◯ ◯ ◯ 月/2回

Web会議の推進（移動時間と燃料費削減） ◯ ◯ ◯ 通年

エアコンの定期清掃、効率的利用 ◯ ◯ ◯ 6-10,12-3月

刃具、砥石、治工具類の寿命アップ ◯ 通年

使用可能部品の再利用 ◯ 通年

分別徹底によるリサイクルへの排出継続 ◯ ◯ ◯ 通年

二次リユースの活用 ◯ 通年

季節商品の売り切り ◯ 通年

紙の廃棄量削減、ペーパレス推進 ◯ 通年

研削液、切削液の使用方法改善 ◯ 通年

生研研削油の再生使用 ◯ 通年

月の水道利用量を確認し使用量の減少に努める ◯ ◯ 通年

各事業所の浄化槽保守状況管理 ◯ 通年

SDSの適正管理 ◯ 通年

化学物質のリスクアセスメント調査 ◯ 通年

各種置き場の設定と明示 ◯ 通年

重点取り組み工程選定継続 ◯ 通年

鍛造取り代削減 ◯ 通年

省エネ対応機器使用の推進 ◯ ◯ ◯ 通年

SNS活用による買取件数アップ ◯ 通年

買取幅を広げた柔軟な買取 ◯ 通年

出張買取促進による買取金額アップ ◯ 通年

事務局業務の習熟 ◯ 通年

地域への清掃活動 ◯ ◯ ◯ 通年

CSR推進 ◯ ◯ ◯ 通年

SDGsの取組推進 ◯ ◯ ◯ 通年

環境への取組についての広報 ◯ ◯ ◯ 通年

環境改善提案推進 ◯ ◯ ◯ 6月

緊急時の対応と訓練 ◯ ◯ ◯ 9,1,3月

ピカピカ運動の推進 ◯ ◯ ◯ 通年

環境関連法令の知識習得 ◯ ◯ 通年

5
自社製品/
サービス

6
地域社会と

の協調

7 社員教育

2
廃棄物の

削減

3
総排水量の

削減

4
化学物資
の削減

実施時期
/期限

1
CO2排出量

の削減

No. 環境目標 取　　組　　項　　目

生
産
事
業
部

（

工
場
長
）

流
通
事
業
部

（

店
長
）

経
営
管
理
部

（

経
理

管
理

部
部
長
）
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法的義務を受ける環境関連法規制（主要抜粋）　　　遵守状況　（○…適合　×…不適合）

　環境関連法規制などの遵守状況の評価の結果、環境関連法規制は遵守されていました。

また、関連機関及び近隣からの違反の指摘、訴訟なども過去3年間ありません。

※対象期間　2022年4月1日～2023年3月31日　     　評価日　2023年4月25日

11 環境関連法規制の遵守状況の確認、評価の結果、訴訟の有無

分類 法令 項目（事業者の責務など） 評価 法令 項目（事業者の責務など） 評価

廃棄物処理法
①廃棄物の適正処分
②委託基準の遵守
③保管基準の遵守

○ 省エネ法

①統括者、企画推進者の選任
②中長期計画の提出
③エネルギー消費原単位等の
年平均１％低減

○

騒音規制法
①騒音レベルの遵守
②届出：騒音発生施設を新規
設置する場合

○ 建築物省エネ法

・特定建築物（エネルギー消
費性能基準への適合）
・特定建築物以外（消費性能
確保計画の届出）

○

PRTR法
事業活動に伴う第一種指定化
学物質の排出量及び移動量を
把握する

○
地球温暖化対策
推進法

温室効果ガスの排出抑制と定
期報告

○

浄化槽法
①法定検査
②保守点検
③清掃

○ 消防法
・危険物の取扱（指定数量以
上の危険物を貯蔵しない） ○

下水道法

公衆衛生の向上、公共用水路
の水質保全に資する事
（別途申請が必要なケース：
当社は該当無し）

○
容器包装
リサイクル法

特定事業者
・再商品化義務量の再商品化
（委託および委託料）実施
・帳簿の備えと５年間保存

○

グリーン
購入法

環境負荷の少ない物品の
調達促進 ○

家電
リサイクル法

小売業者の義務
・引取義務
・引き渡し義務
・管理票の交付

○

ポリ塩化ビフェ
ニル廃棄物の適
正な処理に関す
る特別処置法

適正に処分、国及び地方公共
団体施策に協力
①期間内処分
②保管などの届出

〇 環境基本法
・事業者は公害を防止し、自
然環境を適正に保全する措置
を講ずる

〇

フロン
排出抑制法

①簡易点検、定期点検の実施
②速やかな漏えい箇所の特
定・修理及びこれらの記録

〇
循環型社会形
成推進基本法

・事業活動に置いて原材料が
廃棄物になる事を抑制する

〇

分類 評価 評価

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ 〇

〇 〇

法
令

条例 条例

条
例

徳島県気候変動対策推進条例 吉野川市下水道条例

徳島県環境基本条例 徳島中央広域連合火災予防条例

徳島県生活環境保全条例 阿波市環境基本条例

吉野川市環境保全条例
神戸市廃棄物の適正処理、再利用
　及び環境美化に関する条例

吉野川市における廃棄物の処理
　及び 清掃に関する条例

藍住町廃棄物の処理
　及び 清掃に関する条例

徳島市環境基本条例 阿波市公害防止条例

徳島市廃棄物の処理
　及び再利用に関する条例

阿波市廃棄物の処理
　及び 清掃に関する条例

徳島市公害防止条例 神戸市下水道条例
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12 マネジメントレビュー

●代表者（社長 横田勝己）の評価/指示 実施日 2023年5月9日

項目 変更有無 必要な指示

環境経営方針の見直し、
変更 □有　■無

環境経営目標の見直し、
変更 ■有　□無

カーボンニュートラル目標を2035年と定めました。
自動車業界全体として目指している目標になります。

環境経営計画の見直し、
変更 ■有　□無

精密加工部では受注量回復と電気代高騰が予想されま
す。経営計画を織り込んだ目標設定をお願いします。流
通事業部では、既存店舗のメンテナンスを方針に掲げて
います。空調/LEDの入れ替えなどで、省エネを進めた
いと思います。

役割分担と責任、権限の
見直し変更 ■有　□無

精密加工部の新任課長や経営管理部内でも新しく担当
者を育成し、工場幹部の環境に対する取り組み意識の
向上やジョブローテーションに備えた人財育成を実施し
ましょう。

システムに関する
見直し、変更 □有　■無

その他ＥＡ２１に関すること □有　■無

＜その他指示事項＞

●主要取引先様より環境賞を受賞し、5年で3回目の受賞となりました。エア使用量の削減について

評価いただき、特に省エネ診断の活用や徳島県立工業技術センターとの連携など、外部組織の活

用について評価を頂きました。

●今年は新たに取引銀行様にご指導を頂きながらＳＤＧｓ宣言書を作成しました。主要取引先社長

さまの方針説明の中で、4つのお願いのひとつに、カーボンニュートラルへの取り組みが挙げられて

います。カーボンニュートラル目標の達成に向け、自家消費型太陽光発電の導入や、理念研修内

でのSDGｓゲームを通じた事業部別重点ＳＤＧｓの浸透などを図っていきましょう。

●コロナも5類となり、社外での活動も行いやすい社会情勢になって来ました。新たなボランティア

活動(EV-TUKTUK活用)などを企画して、気持ちよく環境へ取り組める機運を高めていきましょう。
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